
平成２８年度

量の見込み① ３０人

確保方策② ３０人

過不足（②－①） ０人

実利用人数③ １２人

登録者数④ ２５人

過不足（③－④） －

確保方策の達成率
（③÷②）

40%

量の見込みと実際の
ニーズ差（③－①）

▲１８人

総合評価

事業概要
病気又は病気の回復期にあり、集団での保育が困難な児童について、
病院・保育所等に付設された専用スペース等において、看護師等が一
時的に保育等を行う事業

点検・評価シート

事業名 病児保育事業

所管課 介護福祉課

課　題 ・登録人数が少ないため、より一層周知を強化する必要がある。

対応策 ・引き続き、町広報やホームページ、チラシを通して周知に努めます。

計
　
画

取組内容及び成果

・町広報やホームページ、チラシ配布
を通して、病児保育事業の周知に努
めた。
・年間で実際に病児保育を利用した
人数は１２名だが、事前の登録者数
は２５人と計画値と近い数字になって
いる。

実
　
績

分
　
析

評
　
価

A（概ね良好）

確保方策の進捗
及び達成状況

・引き続き、１市４町（館林・板倉・明和・千代田・邑楽）で広域により実
施していく。
・明和こども園において、保育中に体調不良となった児童を看護師が
緊急的な対応をとり、年間延べ人数２２７人が利用している。


